
 ほけんだより 夏号 

子どもは、外気温の影響を受けやすく、暑い夏には体の中の温度が早く上昇します。そのため、大人

よりも早く熱中症にかかりやすいのです。暑さ対策をしっかりして、夏を乗り切りましょう。 

 小さな子どもは、大人よりも暑さの影響を強く受

けます。というのは、強い日差しの照り返しで、地

面に近づくほど気温が高くなるためです。 

 気象予報などで発表される気温は、地上から 

１５０㎝の高さで測っていますが、気温３２．３度

のとき、５０㎝の高さでは３５度超、５㎝の高さで

は３６度超。ベビーカーに乗っている子どもはかな

りの暑さにさらされているのです。 

令和７年夏号 

るりいろ保育園平尾 

看護師 磯部 

 体温の調節機能が十分発達していないにもか

かわらず、代謝が活発な乳児・幼児は、脱水を

起こしやすいので、特に注意が必要です。 

楽しいお出かけの鉄則 

生活ペースは こども優先で♪ 

車の中の暑さにも 

気をつけて！ 


